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正 量 部 の 聖 諦 説 〔1〕
Salpskτtasalpskrtaviniきcaya第21章
並 川 孝 儀
1.は じ め に
チ ベ ッ ト語 訳 の み に 現 存 す るDa'sabalasrimitra作Samskrt龝amskrtaviniscaya('dusbyas
くエラ
dang'dusmabyasrnamparngespa)(以下SAV)は,小 乗仏教学派の中で も説 一切有










































中間に禅 定中間 と名付け られ るも の が ある,と い う 「禅定中間論 」(jh穗antarika-kath?,ゆ
禅定 を得た凡夫 は諦現観 と同時に,不 還 と称す る ことが ある,と い う「捨離論」(jahati-kath?,
預 流等 の禅現 観に よ り苦見 などに よって別々に一つづ つ煩悩を 捨 て る こ とを認め る,と い う
ロむ ゆ この
「分 断論」(odhiso-kath?や,その他 厂阿羅漢退論」(parih穗i-kath?,「漸現観論 」(anu・
pubb稈hisamaya-kath?などである。 しか し,こ れ らの資料 も正量部の聖諦説の解明に当た
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り,断片的知識を与えるに止まっている。
その他では,正 量部と同系の,或いは時 として混同される部派である犢子部説として紹介さ
れる資料の中にも見られる.即 ち,唄 部宗輪器』 と,そ の註疏であるr:一 宗轍 述證』
中,所謂説一切有部でい う順決択分の四善根位に相当する説がそれである。その説がSAVに
説かれる正量部説 と同一であることから,その資料は犢子部説 と伝えられるものの,正 量部の
説 とも位置づけ られる。
いずれにしても,これ らの資料からは正量部の聖諦説の全体を知ることはできず,そ の意味
で・SAVの 説示内容は正量部の聖諦説の全容を明らかにする重要な手掛か りとなる資料 と言
える。
2.SAV第21章 「聖諦 決択」 の梗概
ここで,正 量部 の聖諦説が説かれるSAV第21章 厂聖諦 決択」 の説示 内容の梗概を以下 に




〔1〕 福な どの三業 と苦楽の生起225b2154b8
〔1-1〕 六種 の生存(六 道)の 別 とその苦225b6155a6
〔1-2〕 輪廻 の原因であ る煩悩226al155b1
〔1-3〕 煩悩 の種子であ る随眠226a2155b2
〔1-4〕 随眠を滅尽す る原因226a3155b3
〔1-5〕 随眠 の滅尽 と忍226a5155b6
〔2〕 忍 と四諦226a6155b7














〔2-1-4〕 相 の規定 と諦現観
〔2-1-5〕 法 の規定 と二種 の調伏一劣根 と利根
〔2-1-5-1〕 劣根






〔3-6〕 蘊門か ら入 る意味
〔3-7〕 処門か ら入 る意味 と忍 の修習
〔3-8〕 界門か ら入 る意味 と忍 の修習
〔3-9〕 名色門か ら入 る意味 と忍 の修習































〔3-6-1-1〕 苦諦における五蘊 の無常性 の忍可(個 別)一 三十一通 りの忍可
228b2158b6
〔3-6-1-2〕 苦諦 における五蘊 の無常性の忍可(総 合)229a5159b6
〔3-6-1-3〕 集 諦における五蘊 の因性 の忍可(個 別)一 三十一通 りの忍可
229a6159b7
〔3-6-1-4〕 集諦 における五蘊 の因性 の忍可(総 合)229b7160b3
〔3-6-1-5〕 滅諦における五蘊 の常性 の忍可(個 別)一 三十一通 りの忍可
230a1160b4
〔3-6-1-6〕 滅諦における五蘊 の常性 の忍可(総 合)230a6161a4
〔3-6-1-7〕 道諦における四蘊 の道性 の忍可(個 別)一 十五通 りの忍可
230x7161x5
〔3-6-1-8〕 道諦におけ る四蘊 の道性 の忍可(総 合)230b3161b2
〔3-6-1-9〕 道諦における五i蘊の道性 の忍可(個 別)一 三十一通 りの忍可
230b4161b3
〔4-1〕 忍 の相一法智 と類智231a5162a7
〔4-1-1〕 法智231a6162a7
〔4-1-2〕 類智231a6162a8
〔4-2〕 忍を修習す る四種 の意義231b1162b2
〔4-3〕 忍 の善行の修習 と諦現 観の証得231b2162b4
-41一
文 学 部 論 集
〔4-3-1〕 厭離 と精勤 との相応
〔4-3-2〕 四つの輪 との相応
〔4-3-3〕 三 時に善巧であ ること
〔4-3-4〕 四障一業障,煩 悩障,異 熟障,趣 障一か らの解 脱
〔4-3-5〕 二種 の身 の和合
〔4-3=5-1〕 福身 と智身
〔4-3-5-2〕 清浄戒身 と清 浄見身
〔4-3-5-3〕 身 と四種の処 一諦処,捨 処,寂 静処,慧 処
〔4-3-6〕 諦現観を証得す る意義
〔4-4〕 忍の決択 と三種 の想一事想,生 想,滅 想
〔4-5〕 忍の修習 と三時一止時,歓 喜時,捨 時
〔5〕 名 の想
〔6〕 相 の想
〔6-1〕 劣,中,勝 に よる九種 の区別
〔7〕 世第一法
〔8〕 忍,名 の想,相 の想,世 第一法 と三 界
〔9-1〕 苦法智の意味




































集法智所断の煩悩一(欲 界)七 種の随眠 と二十種の非随眠
























〔10-1-1-4〕 遍 知(九 種)
〔10-1-1-5〕 修習(四 種)
〔10-2〕第十三心 の果(預 流 果)と 極七返有
〔10-3〕第十三心の果 とその失
〔11〕二種の道
〔11-1〕有漏道一忍,名 の想,相 の想,世 第一法
〔11-2〕無漏道一見道,修 道
〔11-2-1〕 修道 の意味
〔11-2-2〕 二種の修道一覚支 か ら生 じる もの,生 じない もの
〔11-2-3〕 修道 と三界
〔11-2-4〕 修道所断 の煩悩
〔11-2-4-1〕 欲界におけ る四種 の随眠 と二十種の非随眠
〔11-2-4-2〕 色界におけ る三種 の随 眠 と九種 の非随眠
〔11-2-4-3〕 無色界 におけ る三種 の随眠 と七種 の非随眠












































〔13-1-1〕 色界におけ る五種 の不還一上流,有 行般涅槃,無 行般涅槃,
生般涅槃,中 般涅槃237b7170b3
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〔13-1-2〕 無色界におけ る四種 の不還一上流,有 行般涅槃,無 行般涅槃,
生般涅槃238a1170b4
〔13-1-3〕 第十三心 の果が一来果 となる意味238a3170b6
〔13-1-4〕 第十三心 の果が不還果 となる意味 〔1〕238a4170b8
〔13-1-5〕 第十三心 の果が不還果 となる意味 〔皿〕238a5171a2
〔13-2〕第十三心 と欲界 におけ る離貪238b2171a8
〔13-3〕第十四心 と色界におけ る離貪238b5171b3
〔13-4〕第十五心 と無色界 におけ る離貪238b5171b4
〔13-5〕第十六心 と無学道238b6171b5
〔13-6〕金剛喩定 の成就 と如 来238b7171b7
〔14-1〕外道,聖 道 と所断の煩 悩239a5172a7
〔14-2〕外道 と聖道の相の区別239a7172b1
〔14-2-1〕 外道の相一寂静,粗 大239a7172b2











〔16-3-1〕 三種 の煩悩 の因241a1174b2
〔17〕結語241a4174b6
以上が 「聖諦決択」章における説示内容の概要である。この中,末尾の 〔16〕の煩悩に関す
る内容は正量部独自の重要な煩悩説であ り,本来ならばSAV第16章 か17章で説かれるべ き
ものである。それがここで説示されている理由は,重 要な説だけに忘れずに正量部の紹介の最





SAVの 記述形式 は,正 量部 の原典か ら直接引用 した文 と,そ れに基 づいて作者Dasabala・
sr?itraによって纏 め上 げ られた説 明 より構成 されてい る。直接引用の部分 では,そ れが如何
な る原典なのか,文 献名 は具体的に明示 されていない。 しか し,ど れ もが7音 節 よ り成 る偈文
であ り,k穩ik竄ｩらの訳出 と考え られ,恐 らくいずれの偈文 も同一文献か ら引用 された もの と
推 測で きる。 引用 され る時は,yanggsungspar・…・」zhesso或いはyang「 ……」zhes
gsungssoとい う定型句で表示 され る。 尚,以 下 の(*)印 の付いた引用文 だけは,他 の形式




































































































4.チ ベ ッ ト語 訳SAV第21章 「聖 諦決択」 和訳
ここに,SAV第21章 厂聖諦決択」の和訳を試 み るが,紙 面の都合 に よ り和訳 の範囲は梗概
〔1〕～ 〔3-6-1-9〕 に相当す る 部 分 とす る。 使用 した版本 はデルゲ版 と北京版であ
る。訳中の注意すべ き術語についてはチベ ッ ト語を付す ことに し,漢 訳は玄奘訳 に従 った。
デル ゲ版(D)225b2～231a5
北 京 版(P)154b8～162a7
〔1〕 福な どの三業 と苦楽の生起
(D.225b2,P.154b8)〔また,説 かれ る。〕
貪 など 〔の〕 この過失(skyo)によって(P.155a)業があ り,こ の ことか ら後有
(yangsrid)があ るのである。 〔そ して〕後 有 〔の〕業が生 じるのであ る。それか ら
0
老 ・死 が生 じ,そ れか ら苦悩な どが 〔生 じ〕,また過失(nyes)が生 じるであろ う。





この意味は,こ の場合衆生の煩悩か ら生 じる業が福と非福と不動 〔業〕であ り,それによっ
て 〔業が〕生 じるとい うことなのである。その業の異熟から自他の悩み 〔の〕 業が 生 じるこ
0
とと,冷たさと風などの界か ら生 じる楽 と苦と不楽 ・不苦 〔の〕受を享 受す るこ とが,無 明
(m。,igP。)の自塞 に ょって楽に よるkの 愚惑(k・n・u・m・ng・p・)〔と〕・ 楽 と和合す
る貪愛(sredpa)と,楽と離れ ない貪愛 とを生 じるのであ る。同様 に・苦 に よ る諸 女 の 愚 惑
〔と〕,苦 と離れ る貪愛 と,苦 と和 合 しない貪 愛 とを 生 じるのであ る。 同様に,不 苦 ・不 楽
の受 に よる諸kの 愚惑 〔と〕有(sridpa)の貪愛 を生 じるのであ る。それか ら,諸 々の見(1ta
b。)2諸 々礙(・h。 ・,h・m)が生 じるのである.そ れか ら,ま 牒 が 〔生 じるのであ る〕・
それか ら,生 存(skyeba)と 〔それに伴 う〕苦が生 じることとな るのであ る。
その様に,鯛 の鼠 、g,ibp。)の原因 と靉 との結合か ら諸kの 衆生は,六 〔種〕の桶の器
具(zobadruggi'khrul'khor)に入 るのであ り,輪 廻 とは前際が ない ものである。 即 ち・
〔六種 の生存 とそ の苦は〕地獄 で焼 かれ,断 ぜ られ ることな どを受け る苦 と,餓 鬼 に お け る
(D.226・)飢>xと渇 きの苦 と,離 セこおける灘(・ky・b・)の 苦 と,阿 齷(P・ ・55b)
にお ける慢 の苦 と,人kに おけ る尋求(tsholba)の苦 と,諸 天 〔におけ る〕老 と死の苦を享受
す る ことである。
どのようにし噸 悩か9〔地獄などの生存カミ〕生 じるのであろ うか.業 から生存が 〔生 じる
ので〕あ る。 生存か ら苦が 〔生 じるので〕あ る。それか ら,ま た煩悩か ら生存が生 じるのであ
る。 それ故 に,こ の ように輪廻の原因の根 本(gtsobo)は煩悩で ある。煩悩の種子(sabon)
とな った ものが鹹(b。gl。ny。1)である.随 眠がな くなれ ば,業 と 〔それ に よって得た〕生
0
存を断ちつつ,苦 から解脱するものとなるのである。





購 瀞 娥 と正最 見である.」との亥。<愚 説きになった.同 様に 〔'51こよって〕走る
べ き道を知 らしめ られた馬(rtaladkyussastonba)の如 くに清浄な見 と戒を具足す るこ と
に よって四諦の領受 と,忍(bzodpa)の四種 が修習 され るべ きであ る。
また 〔説かれ る。〕




これ よ り,忍 を思択す る(dpyadpa)意味か ら言>xば,諦に入 る門が説かれ るべ きである。
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即 ち,こ こで諦 は四 〔種〕で ある。即 ち次 の如 くで あ る。苦の諦 と集 の諦 と滅 の諦 と道 の諦 で
ある。そ こで,(P.156a)諦 〔の〕規定 は二 〔種〕で ある。即 ち次 の如 くである。法(chos)
〔の〕規定 と相(mtshannyid)〔の〕規定 である。 その中,法 の力に よって種 々に決定す る　
そのこ とが法 〔の〕規定 である。相に よって規定 を決 定す るこ とが相 〔の〕規定(D.226b)
である。
その中,法 の規定 は次 の如 くであ る。即 ち,貪 愛(sredpa)を離れ る三 界の有漏 を取 す る五
　








相 〔の〕規定は次の如 くである。即ち,有漏 と無漏の一切の行が無常性の故に苦であるとい
うことが 〔相の〕規定である。苦の意味は無常の意味である。それ故に,世 尊が 「比丘達よ,
色は無常であ り,無常なるものが苦である。そのようにして,受 など 〔も無常である〕。」とお
説きになったのである。その如 く,また実に行 も無常であ り,生と滅の法は生じつつ滅するも
　
の となるとい うことである。 同様に,有 漏 の行を生ぜ しめる故 に集であ り,集 の意味は生ぜ し
める意味であ る。 それ故 に,世 尊が 「ここで,縁 起 とは何 であるのか と言えば,即 ち因性であ
る とい うことである。」 〔とお説 きになった のである〕。(P.156b)一切の行が生ぜず ままに
　
生 じないことが滅である。 それ故に,世 尊が 「ここで,名 と色は残 らず滅 したものである。」
とお説きになったのである。一切が出離する法は涅槃に至る故に道である。それ故に,世 尊が
「どれも善法は菩提分である。」 とお説きになったのである。 ここで,出 離する法は次の如 く
　
であ る。即 ち,三 十七 〔種〕 の菩提分法 である。 〔それは〕即 ち次の如 くであ る。 四念処 と四
正勤 と四神足 と五根 と五 力と七覚支 と八支聖道 である。 〔それ らは〕涅 槃(D.227a)に至 る
自性(rangbzhin)であ るが故に,苦 を滅 しよ うと歩む道であ る。













ものであるな らば,真 実 の相 に よる諦は現観智(mngonparrtogspa'ishespa)によって自性
を述 べた ものであろ う。或 る人は 「滅は無 生(skyebamedpa)とも見 る の で あ る、」 と考
えるのである。解脱を求め ること(tharpa'dodpa)は二種 であ る。即 ち次 の如 くで ある。苦
に よる怖畏('jigspa)と雑染(kunnasnyonmongspa)?ｱよる怖畏 〔か ら〕であ る。その
中,最 初 のもの(前 者)は 苦諦の対 治が寂静 なる滅 であると想 うことであ る。 そ うであ るな ら
ば,そ れ に よって滅を常性 と見 るのである。第二 のもの(後 者)は 集諦の対治 が寂静 な る滅 で
あ る と思 いつつ,そ の滅を不生 と見 るのである。相が真実 の故に,そ の ことに よって諦 は現観
であ る。それ故 に,解 脱を求め ることに よって真 の忍が修習 され るべ きであ る。
も し,法 の規定 に よって作意が相合す ること(yidlabyedparabtusbyarba)から諦が現
観す るのか,或 いは も し相の規定に よって 〔作意 が相合す ることか ら諦が現観 す る の か と言
　
う〕 な らば,〔 それについて〕説 こ う(D.227b)。即 ち,〔 それは〕 相 の規定 〔に よって〕
で あ る。 また,法 の規定 〔に よって〕であるその時 には何が なされ るべ きか と言 うな らぽ,
〔それ について〕説 こ う。即 ち,〔 それは〕所化(gdulbya)であ り,二 種あ る。即 ち,劣 根
(dbangPozhanpa)と利根(dbangPornonpo)である。そ の中,諸kの 劣根 は相 〔の〕
規定 が相雑 な く知 るこ と(ma'dresparshespa),そして愚 かな くなされ る 目的(marmongs
parbyaba'idon)のために法 が規定 され ると説 かれ るのである。法 〔の〕規定を保持 す る(述
ゆ




明 らかなる理解も相 〔の〕規定を恐れるものとなるのであ り,これら行のみを如何にあまね く
知 り尽 くすことができるのか,そ の如 くに一切の行が集である,ど説かれることについて私は
⑳ ⑳
この行 のみを如何に捨て るもの となるか と言 うのであ る。 これに よってこそ,諸kの 劣根が愚
か な くなされ る 目的 と,恐 れな く(miskragpar)なされ る目的 のために法 〔の規定〕が善説
され るのであ る。
また,〔 説かれ る。〕




さて,修 行者が諦の 目的で門(sgO)は何か ら入るべきものかと言 うならば,〔 それについ
て〕説こう。即ち,〔聖〕諦現観に入る門は四 〔種〕である。即ち次の如 くである。蘊の門と
処の門と界の門と名色の門である。門とは最勝(gtsobo)とい う意味であ る。或 る人 な ど
は,「 縁起の門と念処 〔の門〕などか ら入るのである。一切の菩薩は,ま た縁起の門か ら入る
⑳
のであ る。」 〔と言 うのであ る〕。集 ま りの意味 よ り蘊 であ り,米 の集 ま りの如 しであ る。 出処
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の意味 より処であ り,金 の出処の如 しである。処は門 の意味であ り,工 芸 の住房(?)の 如 し
で ある。界の意味 は 自性(rangbzhin)の意味 である。地 な どの要素(界)の 如 しであ る。 自
性 と言われ るものは 〔それ〕 自体 の 性(ranggingobo)であ り,そ れ 〔自身〕 に よって
〔のみ〕分割 し うるものに よる(rnamparnyamsparbyedpas)そのものが界であ る。 経
験 され る(myongbarbyaba)ところのその事物(dngospo)に敬礼す ること,或 いは衆生
に敬礼す ることに よって(P.158a)名である。色 は牴触 され るもの(gzugsparbyaba)で
あるこ とによ り,(D.228a)それが色なのである。何に よって牴触されるのか と言 えぽ,こ
ん棒が触れ ることに よ り打撃 な どすべてが完全 に作用す るのであ ることに よって 〔牴触 され る
もの〕 との意味であ る。名 とい うこ とと色 とい うこ とが名色 であ る。
も し,色 などそれ らが法 において 〔どの ようであるのか と言 う〕な らぽ,〔 それ につ いて〕
説 こ う。即 ち,〔 それ は〕五根 と五境が色の蘊 である。楽 と苦 と不苦不 楽の受 が 受 の 蘊 で あ
の
る。差 別(khyadpar)の行相(rnampa)を個 々に能取す る('dzinpa)自性をもつ法(bdag
nyidcanchos)が想の蘊 であ る。思(semspa)などの法が行の蘊であ る。 眼識 な どが識 の蘊
である。 これが五蘊であ る。六根 と六境が十二処であ る。六根 と六境 と六識 が十八界 であ る。
名色 と言われ る名は法 に摂 め られ る中か ら百七十八法 に説 かれ る。即 ち次の如 くである。 〔そ
れ は〕識 と受 などであ って,〔 ここで は〕多 くの字句 となるおそれ の故に,主 た るものに よっゆ
て代表 とす るのであ る。色 はいか なるもの も有 見(bstanduyodpa)と無 見(bstandumed
pa)である。その中,貪 におけ る大半 の行為は苦の怖畏 であるこ とに よって蘊の門か ら入 るの
である。 瞋におけ る大半の行為 は雑染 に よる怖畏に よって処の門か ら入 るのであ る。 これに よ








(rmongspa)が少 しの増上心 と劣根 となることであ る。それは名色 のみ と言われ るものを捨
離 す ることと,驚 きが な くな り,愚 かでな くなることであ る。広大 な心(D.228b)と根が最
後身の菩薩は,極 めて甚深な るを保持 しつつ,遠 離す る('bralbar'byungba)門か ら入 りつ
　 　
つ,忍 を努めるこ とが修習 〔され るの〕 である。
この中,蘊 の門か ら忍が修習 され る修行者に よって苦 と集 と滅の諦 において各kに 三十一に
配 され るのである。 どの よ うに配 され るのか と言えば 〔それについて〕説 こ う。二種に よって
忍が修習されるのであ る。即 ち次の如 くである。広大 さ(rgyaspa)と集聚(bsduspa)であ
る。 その中,各kは 最初に ともあれ修行者が生滅の具法者であるが故 に,そ して因の力に よる
安住 の故 に,そ して未生(mabyungba)が生 じることに よって と,生が失われ ることに よって
　
と,微 細(rdulphran)が積集す ることに よって と,多 くの支分 を含む ことに よって と,生 処
(skyebagnaspa)が無常に随 って来る故 に,色 は無常 とい う決定(ngespa)によって想わ
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れ るべ きであ る(bsamparbya'o)。受 も未生が生 じることに よって と,三 性(gsumnyid)を
知覚す るこ と(nyebardmigspa)によって と,一 つを所 受す ること(nyamssumyongba)
⑭ ⑮ ⑯ ⑳
に よって と,色 な ど各種 と境界 が(P.159a)所縁の分別(rnamparrtogpa)によって生滅
の具法の故に,無 常 である とい うことが行ぜ られ るべ きであ る。想 は困難 な 観 察 に よって 受
⑱ ㊤ ⑭
の因の所 縁の行相 に よって差別が能取 され るのは観察 の故 に,そ して受 と 同一性 で あ る こ と
(grubbdegcigPanyid)によってである。受は生滅に随 って結合す る('brelpa)故に,無
　
常 である とい うことが修習 され るべ きである。 この理 由か ら,行('dubyed)は心 の行 を各k
ゆ
に結合することによって,心 の行が生滅に随って結合することによって,そ して心の行は受 と
想である。残ったものと相応する諸行は両者と各々に結合す る故に,受 と想 と同 じく無常であ
るとい うことが容易に行ぜ られるべきである。この理 由から,識は受 と想 と行の前に意(yid)
が働 くことによって,意 となることそのことからそれ らが 〔働 くの〕である。識は常に無常で
ゆ
ある受 な どと合わ ない ものであ る。 これ よ り,こ の識は また受な どと同 じく無常 である とい う
ことが努めず して生 じるのである。次 に,識 は無常であ るとい うことが想われ る(D.229a)
べ きである。
この よ うに,こ れ らは一 々無常性であ るとい うことに喜 び(dga'ba)が生 じる時,ま た二
つ づつ も無常 である とい うことも修習する(sgompa)のであ る。即 ち次 の如 くであ る。色 ・
受 と色 ・想 と色 ・行 と色 ・識 と受 ・想 と受 ・行 と受 ・識 と想 ・行 と想 ・識 と(P.159b)行 ・
識 と 〔が〕無常性であ ると想 うのである。
また,三 つづつ も無常 と想 うのであ る。即 ち次 の如 くで あ る。 色 ・受 ・想 と色 ・受 ・行 と
色 ・受 ・識 と色 ・想 ・行 と色 ・想 ・識 と色 ・行 ・識 と受 ・想 ・行 と受 ・想 ・識 と受 ・行 ・識 と
想 ・行 ・識 である。
また,四 つづつ も無常性 と想 うのであ る。即 ち次の如 くである。色 ・受 ・想 ・行 と色 ・受 ・
想 ・識 と色 ・受 ・行 ・識 と色 ・想 ・行 ・識 と受 ・想 ・行 ・識 である。
また,五 つ も無常性 と想 うのであ る。色 ・受 ・想 ・行 ・識 は無常性 と想われ るべ きであ る。
の
そのように,そ の修行者は無常の意味に喜びが生 じる時に,個 別 〔にも〕一般にも忍 という
ゆ
ことを説 くのである。五蘊の部分それ らに含まれるものは無常であるということに喜びが生 じ
⑯ ⑰
るその時,一 般か ら(spyinas)苦諦における所縁の忍であると知るべきである。個別の忍か
ら一般的な忍に移る時,偽 りの貝と盗人の一片の食物(?)と 虫の穴 と黒い舌の譬喩が説かれ
るべきである。
そのように,苦 は無常であると決定する時,後 にこの苦は何か ら生じるのか ということが熟
ゆ
慮(rnampardpyadpa)されるべ きであ る。 そのこ とに よって こそ,五 蘊か ら苦が生 じるの
である とい う決定を得 ることか ら,集 におけ る個別 と一般 か ら忍が 修 習 さ れ る べ きであ る。
ゆ
(P.160a)これについて も,三 十一 に配 され るの で あ る。(D.229b)先ず,と もあれ色
は苦 の因であ ると想われ るべ きであ る。 その場合大種 の微細 は相 互 相 因(phantshunrgyu
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nyid)であ る。その如 く,内 の生な どの七つの因 であ る。即 ち次の如 くである。色 が生(skye
　
ba)と 住(gnaspa)と 無 常 と聚(yangdagPar'tshogspa)と老(rgaba)と 邪 の 解 脱(log
pa'irnamgrol)と不 出 離(ngespar'byinpa)の 因 で あ る 。 邪 の 解 脱 と不 出 離 を 除 き,他 の
　
五つ の異熟(rnamparsminpa)と相応す る諸kの 戒の 〔因〕 である。 受 な ども,ま た その
因 である法の理に応 じて通達 され るべ きであ る。即 ち次 の如 くである。受は苦の因である。 想
は苦 の因であ る。行は苦 の因 であ る。識 は苦の因 であ る。
同様 に,五 つ とも一 ・々因 性 であると喜ぶ時,ま た二 つづつ も因性 と思択 され るべ きであ る。
即 ち次 の如 くであ る。色 ・受 は無常の因であ る。 同様 に,色 ・想 と色 ・行 と色 ・識 と受 ・想 と
受 ・行 と受 ・識 と想 ・行 と想 ・識 と行 ・識 〔を無常 の〕因であ ると想われ るべ きであ る。
ゆ
他に,ま た三つづつ も 〔因性 と思択 され るべ きであ る〕。 即 ち,次 の如 くであ る。 色 ・受 ・
ゆ 　
想 と色 ・受 ・行 と色 ・受 ・識 と色 ・想 ・行 と色 ・想 ・識 と色 ・行 ・識 と受 ・想 ・行 と受 ・(P.
160b)想・識 と受 ・行 ・識 と想 ・行 ・識 と 〔を無常 の因性 と思択 され るべ きである〕。
また,四 つづつ も 〔因性 と思択 され るべ きであ る〕。 即 ち次 の 如 くで あ る。 色 ・受 ・想 ・
ゆ
行 と色 ・受 ・想 ・識 と色 ・受 ・行 ・識 と色 ・想 ・行 ・識 と受 ・想 ・行 ・識 とを 〔無常の〕因性
と想 うのである。
ゆ
同様に,〔 修行者は〕そ こでの因の意味 に貪愛(sredpa)が生 じる時,個 別に忍 とい うこ
　
とを説 くのである。五蘊の部分 に含 まれ るものが苦の因であ るとい うことを貪愛す る時,集 諦
におけ る所縁 の一般(D.230a)か ら忍 である と知 るべ きである。
その後に,色 蘊 の不行(mi'jugPa)と色蘊の不 生(miskyeba)と色蘊の滅('gogPa)
を涅槃の常 性 と想 うのであ る。
同様 に,受 の滅 と想の減 と行の滅 と識 の滅 と 〔を涅槃 の常性 と想 うの〕 である。
また,二 つづつ も次の如 くである。即 ち,色 ・受の滅 と色 ・想の滅 と色 ・行 の滅 と色 ・識 の
滅 と受 ・想の滅 と受 ・行蘊の滅 と受 ・識 の滅 と想 ・行蘊の滅 と想 ・識の滅 と行 ・識の滅を常
〔性〕である と想 うのであ る。
ゆ
また,三 つづつ も 〔同様〕 である。 即 ち次 の如 くで ある。 色 ・受 ・想の滅 と色 ・受 ・行の
滅 と色 ・受 ・識 の滅 と色 ・想 ・行(P.161a)の滅 と色 ・想 ・識 の滅 と色 ・行 ・識の滅 と受 ・
想 ・行 の滅 と受 ・想 ・識の滅 と受 ・行 ・識 の滅 と想 ・行 ・識 の滅 と 〔を常性 である と想 うの〕
である。
また,四 つづつ も次の如 くである。即 ち,色 ・受 ・想 ・行 の滅 と色 ・受 ・想 ・識 の滅 と色 ・
ゆ
受 ・行 ・識 の滅 と色 ・想 ・行 ・識 の滅 と〕受 ・想 ・行 ・識 の滅 と 〔を〕,涅槃の常 〔で あ る〕
とい うことを想 うのであ る。






縁 の忍 とい うこ とを説 くのであ る。
道 には十五 が配 され るのであ る。 道は四蘊の性(ngobo)であ る。即 ち,色 が(D・230b)
不 出離 であ りつつ無漏で もないその理 由に よ り,道 は受な どの四蘊に よって十五 となるのであ
る。即 ち次の如 くである。
受 は苦の滅に導 く道 である と想 うのであ る。
同様に,想 と行 と識 とそ の如 く一 々道性を貪 愛す る時,ま た2つ づつ も 〔道性であ ると想 う
の〕であ る。即 ち次の如 くである。受 ・想は苦の滅に導 く道 である と想 うのであ る。 同様に,
受 ・行 と受 ・識 と想 ・行 と想 ・識 と(P.161b)行 ・識 と 〔は苦 の滅 に導 く道 で あ る と想 う
の〕であ る。
また,三 つづつ も次の如 くである。即 ち,受 ・想 ・行 と受 ・想 ・識 と受 ・行 ・識 と想 ・行 ・
識 とは苦 の滅に導 く道であ ると想 うのである。 〔また,四 つづっ も次の如 くで あ る。 即 ち・
受 ・想 ・行 ・識は苦の滅に導 く道である と想 うので ある。〕
同様 に,そ れに貪愛が生 じる時,道 諦すべ てにおけ る所 縁は個 別の忍 〔であ る〕 とい うこと
を説 くのであ る。
　
受 な どの四蘊 の部分が苦の減に導 く道である とい う貪愛が 〔生 じる〕 時,道 諦 の所縁 は持戒
の忍 とい うことを説 くのである。
色 の滅に導 くことは出離 の道であ ると欲す る('dod)時,受の滅 に導 くこ とであ る。想 の滅
に導 くことであ る。行 の滅 に導 くこ とであ る。識 の滅 に導 く道 であ ると想 うのである・
同様に,一 々苦 の滅 に導 く道性を貪愛す ることに よって,ま た二つづつ も 〔道性を 想 うの〕
であ る。即 ち次の如 くである。色 ・受が苦の滅に導 く道 と想 うのであ る。色 ・想 〔が 苦の〕滅
に導 くことであ る。色 ・行 〔が苦 の〕滅に導 くことである。色 ・識 〔が苦の〕滅に導 くことで
あ る。受 ・識 〔が苦の〕滅 に導 くこ とであ る。受 ・行 〔が苦 の〕滅 に導 くことであ る。受 ・識
〔が苦 の〕滅に導 くことである。想 ・行 〔が苦の〕滅に導 くこ とである。想 ・識 〔が苦の〕滅
に導 くことであ る。 行 ・識 〔が苦 の〕滅 に導 く道であ ると想 うのである。
また,三 つ 〔つつ〕 も(D.231a)次の如 くであ る。即 ち,色 ・受 ・想 〔が苦の〕 滅に導 く
道 である と想 うのであ る。色 ・受 ・行 〔が苦の〕滅に導 くことである。色 ・受 ・(P・162a)
識 〔が苦 の〕滅に導 くことであ る。 色 ・想 ・行 〔が苦の〕 滅 に導 くことであ る。 色 ・想 ・識
〔が苦 の〕滅 に導 くことであ る。色 ・行 ・識 〔が苦の〕滅に導 くこ とである。受 ・想 ・行 〔が
苦 の〕滅 に導 くこ とであ る。 受 ・想 ・識 〔が苦 の〕 滅に導 くこ とである。 受 ・行 ・識 〔が苦
の〕 滅に導 くこ とである。想 ・行 ・識 〔が苦 の〕滅に導 く道であ ると想 うのである。
また,四 つづつ も次 の如 くであ る。即 ち,色 ・受 ・想 ・行 〔が苦の〕滅 に導 く道で あると想
うのである。色 ・受 ・想 ・識 〔が苦の〕滅 に導 く道 と色 ・受 ・行 ・識 〔が苦 の〕滅 に導 く道で
あ る。色 ・想 ・行 ・識 〔が苦の〕滅に導 くことである。受 ・想 ・行 ・識 〔が苦 の〕滅 に導 く出
離の道であ ると想 うのである。
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同様に,修行者が出離の目的で貪愛が生じる時,道諦の所縁は個別の忍であるということを
説 くのである。
纏 めて蘊におけ る 〔苦 の〕滅 に導 く道が出離す るこ とである とい う貪 愛が生 じる時,道 諦 の
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